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笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

特　　集

自然災害に気をつけよう!

表紙写真：笠置町　飛鳥路



特集　自然災害に気をつけよう！
6 月は土砂災害防止月間です！

　今年もいよいよ雨の多い季節を迎えます。国土交通省砂防部が発表した平成 27 年度の土砂災害の発生件
数は 788 件にものぼります。（内、土石流等 145 件、地すべり 44 件、がけ崩れ 599 件）
　6 月の土砂災害防止月間を機に、ご家庭の防災対策をもう一度確認し、大雨や台風に備えましょう。

土砂災害は次のような前兆があると言われています。
　土石流……… 地鳴りがする。川の水が濁り流木が混ざる。雨が降り続いているのに川の水位が

　下がる。
　地すべり…… 地面や家・擁壁に亀裂がみられる。沢や井戸の水が濁る。崖や傾斜面から水が吹

　き出す。
　がけ崩れ…… 斜面にひび割れや変形がみられる。崖から木の根が切れる等の音がする。石の落

　下がある。崖からの湧水が濁る。
　　
　上記の現象を見かけたら早めに避難しましょう！

　なお、土砂災害に関する情報は危険度が高い順に下記の項目が考えられます。

　　◦大雨特別警報
　　◦記録的短時間大雨情報
　　◦土砂災害警戒情報
　　◦大雨警報
　　◦大雨注意報

　また台風や風水害は、ある程度発生を予測できるので、危険が迫る前に次のことを準備してお
きましょう。

　◦台風等は、接近する前に最新の気象情報を確認しましょう。
　◦雨や風が強くなりだしてからは屋外での作業は止め、河川や用水路の見回りは止めましょう。
　◦防災機関等からの避難準備情報に注意し、町村から避難勧告・避難指示があったら、すぐ動
　　けるように準備し、素早く避難しましょう。
　◦避難の前には火の元を確認し、持ち物を最小限にして両手
　　を自由に使えるようにしましょう。
　◦家の周囲を点検し、強風等によって飛ばされる可能性があ
　　るものは室内に収納するか、あるいはロープ等で固定しま
　　しょう。
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特　集特　集

笠置町・和束町・南山城村　避難場所一覧
笠 　置 　町 和 　束 　町 南 山 城 村

施設名等 電話番号 施設名等 電話番号 施設名等 電話番号

笠置小学校 0743・95・2046 中・五の瀬集会所 － 高尾公民館 0743・94・0440

笠置会館 0743・95・2140 和束小学校 0774・78・2072 高尾生涯学習センター －

切山総合センター － 和束町体験交流センター 0774・78・4335 農業者トレーニングセンター 0743・94・0635

西部区集会所 － 和束保育園 0774・78・2156 田山生涯学習センター －

東部区集会所 － 和束町社会福祉センター 0774・78・3312 今山公民館 0743・93・0500

飛鳥路区集会所 0743・95・2229 和束町Ｂ＆Ｇ海洋センター 0774・78・2977 笠置中学校 0743・93・0326

産業振興会館 0743・95・2880 和束町人権ふれあいセンター 0774・78・3488 南山城小学校 0743・93・3730

すまいるセンター 0743・95・2630 白栖区公民館 0774・78・3395 奥田公民館 0743・93・0528

笠置保育所 0743・95・2942 押原コミュニティセンター 0743・93・0007

老人福祉センター 0743・95・2750 本郷コミュニティセンター 0743・93・0880

笠置児童館 0743・95・2944 南山城村第３グラウンド －

南部公民館 0743・95・2356 南大河原会館 0743・93・0008

北部公民館 0743・95・2352 野殿公民館 0743・93・0018

童仙房公民館 0743・93・0016

童仙房生涯学習センター －

月ヶ瀬ＮＴ集会所 0743・93・0804

保健福祉センター 0743・93・0294

南山城村自然の家 0743・94・0100

熊本地震募金箱を設置
　4 月 14 日（木）、16 日（土）に熊本県熊本地方で発生した地震につきまして、被害に遭われたみなさん
におかれましては、心からお見舞い申し上げます。
　本震以降も断続的に地震は発生しており、深刻な被害状況を目の当たりにしています。そこで、3 町村で
は「熊本地震募金箱」を設置いたしました。
　集まった募金は日本赤十字社を通して、被災されているみなさんの為に役立てます。被災者のみなさん
が１日でも早く安心して生活できるよう、ご協力よろしくお願いいたします。

　募金箱設置場所、問合せは下記のとおりです。

＊笠置町
◦笠置町役場
　第１庁舎　総務財政課会計窓口
　第２庁舎　税住民課窓口
◦笠置町産業振興会館
◦笠置会館

　問合せ　総務財政課
　　　　　0743・95・2301（代）

＊和束町
◦和束町役場
　1 階　税住民課窓口
　2 階　総務課窓口
◦和束町社会福祉センター
　1 階　社会福祉協議会窓口
◦和束町人権ふれあいセンター
　1 階　
　問合せ　総務課
　　　　　0774・78・3001（代）

＊南山城村
◦南山城村役場
　2 階　保健福祉課窓口

◦南山城村社会福祉協議会窓口

◦奥元商店

　問合せ　社会福祉協議会
　　　　　0743・93・1201（代）

避難場所について
　いざというときに慌てないよう、自宅や勤務地付近の避難場所と安全な避難経路を確認しましょう。
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まちの話題まちの話題

JR笠置駅のトイレがリニューアル♪

高齢者交流会が開かれました。

リーガロイヤルホテルで新茶を
振る舞いました

　JR 笠置駅は笠置町で唯一の公共交通機関です。
　安全性・利便性を高めることを目的に、「平成 26
年度 地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金
実施計画」により、JR 笠置駅の汲み取り式トイレ
を改修しました。住民の方や観光客の方の小さな拠
点の一つとして、トイレを洋式化し多目的トイレを
導入するなど、より快適にお過ごしいただけるよう
になっています。

　4 月 27 日（水）、すまいるセンターで
70 歳以上の 1 人で住まれている方を対象
に交流会がおこなわれました。高齢者交
流会とは「絆ネット構築支援事業」の一
環で、住民のネットワークを広め、お互
い顔のみえる関係づくりの強化を目的と
しておこなわれています。
　石川とし子さんが花寿司や黒豆寿司、
デザートに桜餅の作り方をご指導され、
食後はお手玉を使ったミニゲームをして、
楽しい交流の場になりました。

　5 月 2 日（月）～ 5 日（木）、リーガロイヤルホテル大阪で、
5 月 3 日（火）～ 5 日（木）、リーガロイヤルホテル東京で
和束町職員と関係機関が和束茶の新茶を振る舞いました。
　毎年、ゴールデンウィークにおこなわれる和束茶の振る舞
いは、今年で 11 年目を迎えることができました。
　当日は、和束町のマスコットキャラクター「茶茶ちゃん」
も登場し、お子様や外国人の方からも人気でみなさん写真を
撮ったり握手をしたりと多くの人で賑いました。また、和束
町や和束茶を初めて知った方も多く「是非、今度行ってみま
す！」という嬉しい言葉もいただきました。

笠置町

笠置町

和束町

石川とし子さんと料理に励む参加者のみなさん

JR笠置駅の新しいトイレ

リーガロイヤルホテル大阪での様子

トイレはきれいに
使いましょう！
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まちの話題まちの話題

感謝状を贈呈しました 和束町

ふるさとの茶、日本一を目指して

おいしいお米を～田植えのシーズン～

　4 月 30 日（土）～ 5 月 19 日（木）にかけて、村内のお茶
の生産者が、全国・関西・京都府茶品評会に向けた煎茶製造に
汗を流しました。今年村では 13 点の出品茶の製造がおこなわ
れました。
　7 月 5 日（火）～ 6 日（水）には、京都府茶品評会の審査が
おこなわれます。
　また 8 月 3 日（水）～ 5 日（金）には、関西茶品評会の審査
が宇治市で、8 月 23 日（火）～ 26 日（金）には全国茶品評会
の審査が三重県鈴鹿市で開かれ、「お茶の形や色、香、味」の
各項目により順位を競います。
　本年度の出品茶の摘採にあたりご協力をいただきましたみな
さんに、厚くお礼申し上げますとともに、各種品評会での成績
に大きな期待が寄せられます。

　南山城小学校では、毎年地域のみなさん
のご協力により田植え体験をしています。
日本人の主食ともいえるお米を耕作する、
田植え風景はこの時期の風物詩です。
　５月 19 日（木）、５年生 12 名は手足や
顔が田んぼの泥まみれになりながら一生懸
命に田植えをおこないました。
　また、南山城保育園でも園児のみんなが
園内で、ミニ田植えをおこないました。
　園児も、小学生もこういった昔ながらの
体験をする中で、稲のように大きくたくま
しく成長していくことでしょう。

南山城村

南山城村

　4 月 19 日（火）、和束町の茶畑風景を描いた油彩画「茶源郷」
を寄付していただいた、大阪府南河内郡在住の画家　中島裕
司さんに対して、感謝状を贈呈しました。 
油彩画「茶源郷」は、中島さんの父（故人）が和束町出身であ
ることから、ふるさとへの恩返しとして寄付されたものです。
　中島さんは大阪に生まれ、5 歳の時から絵を描きはじめ現
在は大阪芸術大学や富田林支援学校で非常勤講師を務める傍
ら毎年何度も個展を開くなど精力的に創作活動を続けられて
います。
　当日は、堀町長から感謝状と記念品を贈呈し、和束町の
PR に貢献していただいたことに深く感謝の意を表しました。 和束町役場2階町長応接室で感謝状を受け取る中島さん

保育士と一緒に苗を植える園児 地域の方に教わりながら田植えをする小学
生たち

たくさんの方々に摘採のご協力をいただきました
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～たくさん歩いたね！～３町村保育園（所）春の遠足
　３町村各保育園（所）では、この春、遠足に出かけました。
　笠置保育所では 5 月 13 日（金）、宇治市植物園へ遠足にいきました。当日は天気に恵まれ、今年初めて
の遠足に３～５歳児の 14 名は、元気いっぱいに活動できました。宇治市植物園のきれいな花々や見たこと
のない植物を見たり、匂ってみたりと興味津々でした。「うみうのウッティー」を壮大な雛壇にプランター
を並べて描かれた「花と水のタペストリー」で美味しいお弁当を食べました。
　和束保育園では５月 20 日（金）、全園児が和束町内で遠足をしました。
　乳児クラスは園周辺へ、３歳児はロータリー公園へ出かけ遊んだり、おやつを食べたりして楽しみ、４・
５歳児は児童公園へ出かけ子ども館でお弁当を食べました。
　当日は夏を思わせる日差しの中でしたが、子ども達は、お家の方に作ってもらったお弁当を楽しみに遠
足の一日を過ごしました。
　南山城保育園では５月２日（月）、園児たちが南山城村内で遠足をしました。
　大河原小橋からやまなみホールまで木津川沿いを散策し、シロツメクサや四葉のクローバーを探してみ
たり、摘んだりして四季の変化を感じる遠足となりました。

３町村

まちの話題まちの話題

連　合笠置町・和束町・南山城村　３町村地域交流事業

宵 待 ち 隣 町 の 宵 涼 み 会
　日　時　７月２日（土）
　　宵涼み広場　午後３時～５時 30 分　　宵涼みステージ　午後４時～８時

　場　所　笠置いこいの館　屋外エントランス

★遊びコーナー
★体験コーナー
★京の七夕コーナー
★地域の味力コーナー
★展示コーナー

★音楽隊＆カラーガード
★オカリナ　　　　★コーラス
★おやじバンド　　★人形劇
★和太鼓　　　　　★フラダンス
★江州音頭　　　　★大正琴　

詳しくは、相楽東部広域連合ホームペー
ジまたは、各戸配布しましたチラシを
ご覧ください。

　主　催
　　相楽東部広域連合社会教育委員会議
　　相楽東部広域連合教育委員会

宵涼み広場 宵涼みステージ

和束町中区公民館で記念撮影

宇治市植物園内　花と水のタペストリー前にて

和束町中地内

宇治市植物園で記念撮影
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行　政行　政

情報公開及び個人情報保護制度の運用状況（平成27年度）
　笠置町、和束町、南山城村及び相楽東部広域連合では情報公開条例により、公文書の公開等を行っています。また、
個人情報保護条例により、本人の請求に応じて、実施機関の保有する個人情報の開示や訂正等を行っています。平成
27 年度の各制度の運用状況は、次のとおりです。
⃝情報公開及び個人情報保護制度の運用状況（平成27年度）	 （単位：件）

笠　置　町 和　束　町 南山城村 連　　合

１．情報公開制度の運用 個人 法人 個人 法人 個人 法人 個人 法人

　（１）公文書の公開請求にかかるもの

請　求　件　数 1 0 10 2 1 1 0 0

公
開
状
況

全部公開 1 0 9 2 0 1 0 0

一部公開 0 0 1 0 1 0 0 0

却　　下 0 0 0 0 0 0 0 0

　　不服申立にかかるもの 申　立　件　数 0 0 0 0 0 0 0 0

２．個人情報保護制度の運用

　（１）保有個人情報の開示請求にかかるもの 請　求　件　数 0 0 0 0 0 0 0 0

　（２）保有個人情報の訂正又は利用停止請求にかかるもの 請　求　件　数 0 0 0 0 0 0 0 0

　（３）個人情報ファイル簿の数
　個人情報ファイル簿は、実施機関がどのような個人情
報を保有しているのか、また、どのような目的に利用し
ているのかを明らかにするとともに、自己に関する個人
情報の閲覧等を容易にするために作成し、公表するもの
です。

新規簿冊数 0 0 ー 0

廃止簿冊数 0 0 ー 0

変更簿冊数 0 0 ー 0

保有簿冊数 16 143 ー 5

※制度運用については、現在お住まいの町村総務課までお問合せください。
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。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
理
事　

木
村　

要

平
成
28
年
度
消
費
者
行
政
に

関
す
る
意
思
表
明

7



保健・福祉保健・福祉

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
15
「
ス
テ
ロ
イ
ド
の
お
話
」

　

ス
テ
ロ
イ
ド
と
聞
い
て
連
想
す

る
こ
と
は
、「
ア
ト
ピ
ー
の
リ
バ
ウ

ン
ド
」「
筋
肉
増
強
剤
」「
危
険
な

薬
？
」
な
ど
、
イ
メ
ー
ジ
は
良
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
の
中
か
ら
消

え
る
こ
と
は
な
く
、
現
在
の
医
療

現
場
で
も
薬
と
し
て
頻
繁
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
良
い
も
の
？
悪
い

も
の
？　

書
店
で
も
ス
テ
ロ
イ
ド

に
関
す
る
書
物
を
購
入
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、
医
学
的
な
専
門

用
語
が
多
い
た
め
、
な
か
な
か
全

て
を
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

講
演
会
で
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
の
知

識
が
な
い
方
で
も
理
解
で
き
る
内

容
に
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ロ
イ
ド
は
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ

ル
モ
ン
（
自
然
な
ス
テ
ロ
イ
ド
）

と
し
て
体
内
で
作
ら
れ
て
血
液
中

を
流
れ
て
い
ま
す
。
活
動
す
る
と

き
に
必
要
と
さ
れ
る
「
し
ゃ
き
っ

と
す
る
ホ
ル
モ
ン
」
で
午
前
中
に

多
く
分
泌
さ
れ
、
就
寝
時
に
は
少

な
く
な
り
ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
が

足
り
な
く
な
る
と
だ
る
さ
を
感
じ
、

生
命
の
維
持
に
は
不
可
欠
な
ホ
ル

モ
ン
で
す
。
体
が
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
た
際
に
気
分
の
落
ち
込
み
を
防

い
で
く
れ
る
ホ
ル
モ
ン
で
、
ス
ト

レ
ス
に
勝
て
る
体
に
し
て
く
れ
ま

す
。
体
調
不
良
時
は
体
が
ス
テ
ロ

イ
ド
を
欲
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

医
療
現
場
で
は
、
①
炎
症
を
強

力
に
抑
え
る
、
②
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
の
免
疫
の
異
常
を
矯
正
す
る
、

そ
の
他
に
、
③
体
の
恒
常
性
を
保

つ
作
用
が
あ
り
、
治
療
薬
と
し
て

使
わ
れ
ま
す
。
１
９
５
０
年
頃
に

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
の
た
め
「
夢

の
治
療
薬
」
と
し
て
世
の
中
に
登

場
し
ま
し
た
。
で
す
が
、
止
め
る

と
症
状
が
再
燃
す
る
た
め
ダ
ラ
ダ

ラ
と
使
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
、

副
作
用
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

免
疫
力
が
低
下
し
た
り
、
骨
が
も

ろ
く
な
っ
た
り
、
糖
尿
病
が
併
発

し
た
り
し
ま
す
。

　

ス
テ
ロ
イ
ド
を
薬
と
し
て
使
う

場
合
は
、
体
内
の
自
然
な
ス
テ
ロ

イ
ド
ホ
ル
モ
ン
に
影
響
し
な
い
よ

う
に
す
る
の
が
最
も
重
要
で
す
。

で
す
が
、
内
服
の
場
合
は
ど
う
し

て
も
体
内
の
自
然
な
ス
テ
ロ
イ
ド

ホ
ル
モ
ン
に
影
響
し
ま
す
し
、
皮

膚
用
の
軟
膏
と
し
て
使
用
す
る
場

合
も
量
の
匙
加
減
が
難
し
く
、
医

師
の
管
理
が
必
要
で
、
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
で
も
購
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
最
近
は
ハ
イ
テ
ク
な

人
工
ス
テ
ロ
イ
ド
の
開
発
が
目
覚

ま
し
く
、
喘
息
に
対
す
る
ス
テ
ロ

イ
ド
吸
入
治
療
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
に
対
す
る
ス
テ
ロ
イ
ド
点
鼻

療
法
は
、
１
日
の
使
用
量
が
決
め

ら
れ
て
お
り
、
体
内
の
ス
テ
ロ
イ

ド
ホ
ル
モ
ン
へ
の
影
響
は
、
ほ
ぼ

無
視
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
り
、
頻

繁
な
通
院
を
し
な
く
て
も
安
全
に

治
療
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
予
防
に
重
き
を
置
い

た
治
療
で
、
喘
息
発
作
の
予
防
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
花
粉
症
の

時
期
で
も
早
め
の
治
療
に
よ
り
快

適
な
日
々
を
送
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
　

鈴
木
耳
鼻
咽
喉
科　

鈴
木　

慎
二

献血のおしらせ
～あなたのやさしさ待っています～

実施日時と場所
6 月21 日（火）　午前 10 時 15 分～ 11 時 45 分　笠置町役場
　　　　　　　　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分　笠置町産業振興会館
献血出来る方
　男性 17 ～ 69 歳，女性 18 ～ 69 歳で男女とも体重 50kg 以上の方。
　※65 歳以上の方の献血については、献血いただく方の健康を考慮し、　
　　60 ～ 64 歳の間に献血経験がある方に限ります。
　※輸血や臓器の移植を受けたことのある方はご遠慮ください。

問合せ先　笠置町保健福祉課　　☎ 0743・95・2301

　

笠
置
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、５
月
10
日
（
火
）

笠
置
小
学
校
で
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
を
開
き

ま
し
た
。
５
年
生
、
６
年
生
と
民
生
児
童
委
員
の
方
が
認

知
症
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
高
齢
者
に
は
優
し
い
声
掛
け

で
接
し
た
い
」
と
い
う
声
が
出
ま
し
た
。

認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8 時 30 分～

午後 0 時 30 分
診療時間 午前 9 時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問い合わせください。
７月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
7 月 3 日（日） 内科
7 月 10 日（日） 内科
7 月 17 日（日） 内科
7 月 18 日（月・祝） 内科
7 月 24 日（日） 内科・小児科
7 月 31 日（日） 内科・小児科

※６月分については広報れんけい５月号をご覧
　ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎ 0774・73・9988（直通）

認知症への理解を深める児童

₈



安心・安全安心・安全
平
成
28
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

「
危
険
物　

決
め
ろ
無
事
故
の　

ス
ト
ラ
イ
ク
」

　

危
険
物
安
全
週
間
と
は
、
日
本
で
石
油
類
を
は
じ
め

と
す
る
危
険
物
の
事
業
所
に
お
け
る
自
主
保
安
体
制
の

確
立
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
広
く
国
民
の
危
険
物

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
る
週
間
で
す
。
消

防
庁
に
よ
り
毎
年
６
月
の
第
２
週
の
日
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
と
定
め
ら
れ
、
平
成
28
年
度
は
６
月
５
日
か
ら

11
日
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
気
温
が
高
く
な
り
危
険
物

の
自
然
発
火
に
よ
る
火
災
が
多
く
な
る
夏
季
を
目
前
に

し
た
６
月
初
旬
に
啓
発
活
動
を
お
こ
な
う
た
め
で
す
。

　

危
険
物
と
は
、
消
防
法
等
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、
一
般
的
に
次
の
よ
う
な
危
険
性
を
持
っ
た
物
品
を

い
い
ま
す
。

１　

火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い　

２　

火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

３　

消
火
の
困
難
性
が
高
い

　

私
達
の
身
近
な
も
の
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
塗
料
、

接
着
剤
、
農
薬
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
や
除
光
液
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
危
険
物
は
、
そ
の
取
扱
い
を
誤
る
と
火
災
等
の
事
故

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
危
険
物
安
全
週
間
の
機
会
に
、

取
扱
い
の
注
意
事
項
等
を
今
一
度
確
認
す
る
こ
と
が
事
故

防
止
上
大
切
に
な
り
ま
す
。

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
１

　

http://w
w

w
.sourakuchubu119-kyoto.jp

　

４
月
24
日
（
日
）
に
笠
置
町
消
防
団
教
養
訓
練
が
笠
置

町
運
動
公
園
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
本
団
役
員
の
指
導

の
も
と
、礼
式
訓
練
や
操
法
訓
練
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
６
月
19
日
（
日
）
に
笠
置
町
消
防
団
消
防
操
法

大
会
が
開
か
れ
る
た
め
、
操
法
技
術
を
習
得
し
よ
う
と
、

訓
練
に
参
加
し
た
団
員
は
皆
、
真
剣
な
様
子
で
指
導
を
受

け
て
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
操
法
大
会
本
番
に
向
け
、日
々

訓
練
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

＝
舞
鶴
海
上
保
安
部
・
京
都
府
水
難
救
済
会

か
ら
の
お
願
い
＝

　

暖
か
く
な
る
と
、
海
や
川
で
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む

機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。

自
然
に
触
れ
、
親
し
む
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い
も
の
で

す
が
、
そ
の
一
方
で
水
の
事
故
が
後
を
絶
た
ず
、
京
都

府
の
海
で
も
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
中
の
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　

万
が
一
の
事
故
に
備
え
て
、
ボ
ー
ト
な
ど
で
遊
ば
れ

る
方
は

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
た
携
帯
電
話
の

携
行

　

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
事
故
が
発
生
し
た
時
や
事
故

を
目
撃
し
た
と
き
は

迷
わ
ず
・
素
早
く
「
１
１
８
番
」
へ

　

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
第
八
管
区
海
上

保
安
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

http://w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp/
08kan

ku
/kain

an
/kain

an
top

.
htm

l

問
合
せ
先　

舞
鶴
海
上
保
安
部

　

☎
０
７
７
３
・
76
・
４
１
２
０

危
険
物
安
全
週
間

笠
置
町
消
防
団
教
養
訓
練

〜
操
法
大
会
に
向
け
て
〜

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番

訓練に励む団員たち
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おしらせおしらせ
女
性
学
講
座

『
初
夏
に
咲
く
英
国
の
花
々
と

茶
の
湯
の
宮
殿
コ
ラ
ボ
』

実
施
日　

６
月
24
日
（
金
）

時　

間　

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分

行
き
先　

京
都
市
内

集
合
場
所　

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　

笠
置
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

内　

容　

①
京
都
文
化
博
物
館

　
　
　
　

②｢

京
都
な
だ
万
賓
館｣

に
て
昼
食

　
　
　
　

③｢

裏
千
家
セ
ン
タ
ー　

茶
道
総
合
資

　
　
　
　
　

料
館｣

に
て
茶
道
体
験

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

５
２
４
０
円

　
　
　
　
（
入
場
料
・
昼
食
代
・
体
験
料
）

定　

員　

先
着　

15
人

申
込
受
付　

６
月
８
日（
水
）
～
15
日
（
水
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム

　
　
　
　

ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

６
月
６
日
（
月
）・
20
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ー
ン
ズ
先
生

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

６
月
８
日
（
水
）・
22
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

６
月
４
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎ 
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

６
月
16
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

講　

師　

山
根
光
子
さ
ん

講
　
座

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎ 

０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

『
文
化
財
連
続
講
座
』

日　

時　

６
月
11
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　
「
南
山
城
の
学
び
の
世
界
」

講　

師　

当
館
資
料
課 

田
中 

淳
一
郎 

副
主
査

聴
講
料　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
２
０
０
円
・
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

※
休
館
日　

月
曜
日

問
合
せ　

京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館　

総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９

第
７
回
か
さ
ぎ
道
具 

い
ど
ば
た
市

　

笠
置
町
内
で
不
要
に
な
っ
た
も
の
や
、
笠
置

町
の
方
が
作
ら
れ
た
作
品
の
展
示
販
売
を
し
、

沢
山
の
展
示
品
の
中
か
ら
宝
物
探
し
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
ゆ
っ
く
り
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

交
流
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
「
い
ど
ば
た
コ
ー

ナ
ー
」
も
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日　

時　

６
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
頃

場　

所　

笠
置
町
す
ま
い
る
セ
ン
タ
ー
内

問
合
せ　

笠
置
町
企
画
観
光
課　

西
舘

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１

プ
ー
ル
監
視
員
の
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

勤
務
期
間　

８
月
10
日
（
水
）
～
16
日
（
火
）（
予
定
）

勤
務
時
間　

午
後
０
時
30
分
～
４
時
30
分

勤
務
場
所　

南
山
城
小
学
校
の
プ
ー
ル

募
集
定
員　

４
人
程
度

応
募
資
格　

　

１
．
高
校
生
以
上
で
泳
げ
る
方

　
　
　
（
た
だ
し
、
高
校
生
は
保
護
者
の
承
諾
書

　
　
　

が
必
要
で
す
） 

　

２
．
教
育
委
員
会
が
開
催
す
る
安
全
講
習
会

　
　
　

及
び
相
楽
中
部
消
防
組
合
本
部
で
７
月

　
　
　

10
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
開

　
　
　

か
れ
る
普
通
救
命
講
習
会
に
出
席
で
き
る

　
　
　

方
（
別
途
日
程
調
整
）

時
間
給　

１
０
０
０
円

申
込
受
付　

６
月
15
日
（
水
）
～

申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
、
ア
ル
バ
イ
ト
登
録

　
　
　
　

申
請
書
、
承
諾
書
（
高
校
生
の
み
）
を

　
　
　
　

教
育
委
員
会
又
は
南
山
城
村
分
室
へ

　
　
　
　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

承
諾
書
及
び
申
請
書
は
窓
口
ま
た
は

　
　
　
　

連
合
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　
　
　
　

ま
す
。
な
お
、
応
募
者
に
つ
い
て
は

　
　
　
　

順
次
審
査
の
う
え
、
募
集
定
員
に
な

　
　
　
　

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会　

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　

時　

７
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場　

所　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　

容　

心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血
法

　
　
　
　

及
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

　
　
　
　

の
使
用
方
法
な
ど

対
象
者　

木
津
川
市
、
笠
置
町
、
和
束
町
及
び

　
　
　
　

南
山
城
村
に
在
住
ま
た
は
勤
務
者

　
　
　
　
（
原
則
、中
学
生
以
上
の
方
と
し
ま
す
。）

　日本の伝統文化を気軽に学んで
みませんか。３町村にお住まいの
方なら、どなたでも参加できます。
　子どもだけの参加も大歓迎です。
　参加費、持ち
物等、詳しくは
南山城村分室ま
でお問合せくだ
さい。

受講生募集！

催
　
し

お
し
ら
せ

募
　
集

ご寄附ありがとうございました「笠置町ふるさとづくり基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 28 年 5 月受付）。
　氏　名：匿名希望　住　所：奈良県奈良市　子どもを育む町づくり事業：50,000 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康長寿の町づくり事業：50,000 円
　　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、笠置町のまちづくりのため各事業に有効に活用させていただきます。

�



　
　
　
　

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

　
　
　
　

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら
せ
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

　
　
　
　

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　
　
　
　

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９
ー
０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

　

地
域
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
し
ょ
う
が
い
者

の
方
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

就
職
に
つ
い
て
の
相
談
と
情
報
の
提
供
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
同
行
・

登
録
手
続
き
の
支
援
、
就
職
先
の
相
談
、
就
職

活
動
の
支
援
、
就
職
後
の
定
着
の
支
援
、
就
労

系
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
紹
介
等
、
ど
の
よ

う
な
ご
相
談
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時

６
月
14
日
（
火
）・
28
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１
ー
10

       　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料

問
合
せ　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１
ま
た
は

　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
５

　

※
相
談
会
以
外
の
日
で
も
、
ご
相
談
を
お
受

　
　

け
し
て
お
り
ま
す
。

おしらせおしらせ
募　

集　

先
着
30
人

　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

受
講
料　
　

無
料

申
込
期
間　

６
月
１
日
（
水
）
～
６
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で　

　
　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
。）

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
２

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験

（
高
卒
者
）

区　

分　

事
務
、技
術
、農
業
、農
業
土
木
、林
業

受
験
資
格

　

①
平
成
28
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
高
等
学

　
　

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

　
　

翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過
し
て
い

　
　

な
い
者
及
び
平
成
29
年
３
月
ま
で
に
高
等

　
　

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見

　
　

込
の
者

　

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
と
認
め

　
　

る
者

申
込
受
付
期
間

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　

６
月
20
日
（
月
）
～
29
日
（
水
）

　

郵
送
ま
た
は
持
参

　
　
　
　
　

６
月
20
日
（
月
）
～
22
日
（
水
）

第
１
次
試
験
日　
　

９
月
４
日
（
日
）

試
験
地　

京
都
市
、
大
阪
市
、
神
戸
市
、
奈
良
市
、

　
　
　
　

和
歌
山
市
、
田
辺
市

問
合
せ　

人
事
院
近
畿
事
務
局　

　
　
　
　

☎
06
・
４
７
９
６
・
２
１
９
１

（
試
験
第
二
係
）

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

６
月
21
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

笠
置
町
役
場
２
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
︵
代
︶

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

６
月
20
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
︵
代
︶

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

６
月
１
日
（
水
）・
27
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

人
権
・
行
政
・
困
り
事
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

６
月
20
日
（
月
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

月
个
瀬
Ｎ
Ｔ
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
︵
直
通
︶

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

６
月
20
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

所　

月
个
瀬
Ｎ
Ｔ
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２︵
直
通
︶

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１︵
代
︶

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き
取
り
に
く

い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の
会
話
が
聞
き
取
り

に
く
く
な
っ
た
。」「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い

が
・
・
」
な
ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま

せ
ん
か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠
く

な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

自
分
の
聴
力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、

聴
力
測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時

６
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間

　
　
　
　

程
度
）

対　

象　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で

　
　
　
　

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ

　
　
　
　

る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
６
月
８
日

　
　
　
　
（
水
）ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

６
月

実
施
日

24
日
（
金
）

22
日
（
水
）

15
日
（
水
）

14
日
（
火
）

笠
置
会
館

産
業
振
興
会
館

東
部
区
集
会
所

飛
鳥
路
集
会
所
場　

所

６
月

実
施
日

24
日
（
金
）

22
日
（
水
）

17
日
（
金
）

高
尾
公
民
館

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

童
仙
房
公
民
館
場　

所

相
　
談

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 28 年 4 月受付）。敬称略
　氏　名：草水　正宏　住　所：木津川市　寄附金：10,000 円　　氏　名：木崎　茂（和束町職員）　住　所：宇治市　寄附金：30,000 円
　氏　名：向田　知史（和束町職員）　住　所：木津川市　寄附金：30,000 円　　氏　名：日野　和久　住　所：木津川市　寄附金：5,000 円
　氏　名：但馬　宗博（和束町職員）　住　所：木津川市　寄附金：5,000 円　　氏　名：松井　幸則（和束町職員）　住　所：木津川市　寄附金：5,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。�



おしらせおしらせ

セアカゴケグモに注意
（南山城村）

６月 1 日は

人権擁護委員の日

移住希望者と地域をつなぐ
移住・定住推進員が活動をスタート（南山城村）

　村内においても、毒（少量の毒）をもつセアカゴケグモが
確認されております。
　毒をもつ成熟したメスの体長は約７～ 10 ｍｍ。全体が
光沢のある黒色で、縦に赤色の模様があります。年間を通
して発生はみられますが、特に暖かくなる４月から 10 月
にかけて多くなります。
　クモは自ら人に対して攻撃的になることはありません
が、発見された場合は、素手で捕まえたり、さわったりせず、
家庭用殺虫剤（ピレスロイド系）を用いるほか、熱湯をかけ
る、靴で踏みつぶす等で駆除願います。

　各町村では、特設人権相談を開きます。

　和束町　6 月 1 日（水）
　　　　　午後 1 時 30 分～ 4 時
　　　　　和束町人権ふれあいセンター

　南山城村　６月１日（水）
　　　　　午前９時 30 分～正午
　　　　　やまなみホール研修室

　南山城村では、５月から移住 ･ 定住政策のさらなる推進を
はかるため、２名の「移住・定住推進員」を配置しました。
　移住 ･ 定住を増やす仕掛けづくりとして、移住希望者に、
村の暮らしの実情や地域の思いを伝えることで、移住後のト
ラブルをなくす活動や、移住希望者と地域をつなぐ交流イベ
ントの企画運営などに取り組み、地域の活性化へとつなげて
いきます。
　移住希望者に生の情報を伝えるため、地域活動に参加する
など交流を進めていきますので、気軽にお声掛けください。

問合せ　南山城村むらづくり推進課　　☎ 0743-93-0560（直通）

訂正
　5 月号で下記のとおり間違いがありましたので、訂正し
てお詫びいたします。

・ 5 月号 3 ページの笠置町会計別予算の総括グラフの下水
　道事業特別会計は不必要でした。
　訂正したグラフは右記のとおりです。

・ 5 月号 13 ページの人権相談・行政相談（笠置町）の場所
　産業振興会館（誤）→笠置会館１階会議室（正）

⃝会計別予算の総括 （単位：千円、％）

会計区分 28年度
予算額

27年度
予算額

比較増減
額 増減率

一　般　会　計 1,264,700 1,254,600 △ 10,100 △ 0.8
特　別　会　計 635,672 647,907 12,235 1.9
国民健康保険特別会計 266,765 272,814 6,049 2.3
簡易水道事業特別会計 61,281 58,374 △ 2,907 △ 4.7
介護保険特別会計 243,130 255,978 12,848 5.3
後期高齢者医療特別会計 64,496 60,741 △ 3,755 △ 5.8

合　　計 1,900,372 1,902,507 2,135 0.1

楠
くす

瀬
のせ

　裕
ゆう

子
こ

さん（写真右）・村内本郷在住
〈愛　称〉　くっすん
〈趣　味〉　食べることは得意です！
〈村に来たきっかけ〉
　3 年前から通っていました

〈村民の皆さんへ〉
　村のこと、まだまだ知らないことばっかりです。
　皆さんが知ってる村の素敵なところ、好きなとこ
　ろを教えてください！よろしくお願いします。

野
の

㟢
ざき

　弘
ひろ

之
ゆき

さん（写真左）・奈良市在住

〈愛　称〉　Noja（のじゃ）
〈趣　味〉　最近、日本酒にハマってます
〈村に来たきっかけ〉
　移住相談に来たこと

〈村民の皆さんへ〉
　地域の皆さんと早く一緒に呑みたいです（笑）
　がんばります！

�



★ Pick UP ★
　「稲と日本人」
　甲斐 信枝 作　　佐藤 洋一郎 監修

　稲とわたしたち日本人は、
生死を共にして生き抜いてき
たかけがえのない仲間同士と
いう間柄なのです。
　二千数百年の昔から培われ
てきた稲とその文化、稲作に
まつわる日本の景色や日本人
のこころを伝える絵本です。
　こども達にも大人の方にも
読んでいただきたい一冊です。

☆３町村のどなたでも借りられます。
　最寄の図書室でリクエストしてください。
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Ⓠ
新
聞
に
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
リ

コ
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ル
が
メ
ー
カ
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か
ら
発
表
さ

れ
た
と
い
う
記
事
を
目
に
し
た
。

そ
こ
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家
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と
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ろ
、
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す
か
？

図書室図書室 消費者生活消費者生活

和束町体験交流センター図書室より
☆『おはなし会』のご案内
　幼児・小学生を対象に、南山城村おはなしサークル”
ぐりぐら”のメンバーと、毎月「おはなしのじかん」を
担当していただいている和束町子どもの本研究会のメ
ンバーにより、簡単な工作と読み聞かせを開催します。

　日　時　６月 18 日（土）　午前 10 時 30 分～
　場　所　和束町体験交流センター　ホール
　申込み　体験交流センター図書室（☎0774・78・4013）

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎ 0743・95・2726
和束町体験交流センター図書室… ☎ 0774・78・4013
南山城村図書室…………………… ☎ 0743・93・0522

●利用者の方の趣味の作品と参考書籍を展示して
　います。

南山城村図書室より

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　置　町

一般書
王とサーカス 米澤　穂信
異類婚姻譚 本谷　有希子
坂の途中の家 角田　光代

児童書
かようびのドレス ボニ・アッシュ

バーン
ママはお医者さん あさの　あつこ
べんり屋、寺岡の夏。 中山　聖子

和　束　町

一般書

ブルーアウト 鈴木　光司
おべんとうと日本人 加藤　文俊
つよい体をつくる離乳食と
子どもごはん 山田　奈美

児童書
がまんのケーキ かがくい　ひろし
リトルプリンス 五十嵐　佳子
ねずみのかいすいよく いわむら　かずお

南山城村

一般書

羊と鋼の森 宮下　奈都
つまをめとらば 青山　文平
目からウロコ！
冷凍たまごのこくまろレシピ 赤坂　みちよ

児童書

稲と日本人 甲斐　信枝
おふくさん 服部　美法
君たちには話そう
かくされた戦争の歴史 いしい　ゆみ

図 書 室
　 だ よ り
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「未来にはばたけ　元気な子！」
写真募集！

対　　象：笠置町・和束町・南山城村在住で、
　　　　　３歳までの幼児。（申請時）
　応募方法については、相楽東部広域連合
のホームページをご覧ください。
　http://www.rengou.jp/
※ご提供いただいた写真および個人情報は「広報
　れんけい」以外の目的には使用いたしません。

　問合せ　相楽東部広域連合総務課
　☎０７７４・７８・０１２０
　e-mail  rengou-soumu@rengou.jp

● 　笠　置　町　●
人　口　1,447 人　（+1）
世帯数　　648世帯（±0）

　〒₆₁₉-₁₃₀₃ 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,214 人　（+4）
世帯数　1,732 世帯（+6）

　〒₆₁₉-₁₂₁₂ 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799
http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,896 人 　（‒15）
世帯数　1,248 世帯（+1）

　〒₆₁₉-₁₄₁₁ 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030
http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成28年 5月 1日現在）３町村人口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

　村
むら

田
た

　悠
はる

至
と

くん
和束町　南　
平成 24年 8月 27日生
スキップするのが、最近
のブームです！

「未来にはばたけ　元気な子！」

粗大ごみ
　粗大ごみで出せるもの（一例）
　　家具類・ふとん・カーペット・アルミ製品・調理器具・電化製品（テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン、パソコンを除く）
　粗大ごみで収集しないもの（一例）
　　・法律で定められたもの（家電リサイクル法等） ……テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機・パソコン
　　・危険なもの………………………………………………消火器・ガスボンベ・廃油・農薬・火薬類
　　・専門的なもの……………………………………………自動車部品（タイヤ・バッテリー等）・農機具類
　　・処理困難物………………………………………………畳・ドラム缶・浴槽・ピアノ

出す時の注意
　・カーペットやふとんなどは小さくたたみ、縛って出してください。
　・刃物等の危険なものは、紙などに包んで品目を明記して出してください。
　・ガラスや鏡などは収集や処理の事故防止の為、段ボール箱等に入れて出してください。
　笠置町・和束町・南山城村から集められた粗大ごみは、クリーンセンターで燃えるご
みと燃えないごみに分別され、燃えるごみは焼却、燃えないごみは埋立処分をおこなっ
ています。
　粗大ごみの中にはスプレー缶、空き缶、ペットボトル等の混入が目立っています。
　ごみの分別にご協力ください。

◦粗大ごみ収集日
　笠　置　町　　毎月　第 4 月曜日
　和　束　町　　毎月　第3・4火曜日
　南山城村　　毎月　第1・2月曜日

粗大ごみの出し方
環　境環　境

未来にはばたけ　元気な子！

　森
もり

脇
わき

　稜
りょうすけ

介くん
和束町　別所　
平成 27年 6月 17日生
たくさん食べて、すくすく
成長してます！

テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機・パソコン

自動車部品（タイヤ・バッテリー等）・農機具類

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課　　☎ 0743･95･2301（代）　　　南山城村産業生活課　　　　☎ 0743･93･0105（直通）
和束町農村振興課　☎ 0774･78･3001（代）　　　相楽東部クリーンセンター　☎ 0774･78･4153（直通）


